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討
議
と
は･･･

　
議
案
採
決
の
前
に
、
議
員

間
で
の
討
議
（
意
見
交
換
）

の
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

と
き
が
わ
町
議
会
基
本
条
例

で
定
め
た
も
の
で
、
審
議
の

充
実
を
図
る
と
き
が
わ
町
議

会
独
自
の
取
り
組
み
で
す
。

今
回
は
、
総
合
振
興
計
画
の

審
議
の
際
の
岩
田
議
員
の
発

言
に
関
し
て
、
野
原
議
員
と

討
議
が
交
わ
さ
れ
た
も
の
で

す
。

討　
議

議
案
第
８
号

野
原
和
夫
議
員
か
ら

�

岩
田
鑑
郎
議
員
に
対
し
て

　

私
は
こ
の
基
本
計
画
の
策
定

委
員
で
す
が
、
今
回
一
歩
前
進

し
た
の
は
施
策
推
進
の
担
当
課

が
示
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
施
策

に
つ
い
て
は
私
達
が
執
行
部
と

議
論
し
な
が
ら
５
年
間
の
計
画

を
作
り
上
げ
た
。批
判
も
あ
り
、

対
案
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は

議
員
と
執
行
部
が
協
力
し
あ
っ

て
町
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
う
。

岩
田
鑑
郎
議
員
か
ら

�

野
原
和
夫
議
員
に
対
し
て

　

現
在
40
人
、
50
人
出
生
す
る

中
で
１
５
０
人
位
減
少
し
て
い

る
。
人
口
を
増
や
す
施
策
で
、

出
生
数
の
目
標
を
30
人
に
す
る

の
か
と
聞
い
て
い
る
の
で
す
。

故
郷
が
消
え
て
し
ま
う
状
況
を

考
え
れ
ば
少
し
で
も
前
進
す
る

目
標
を
作
っ
て
欲
し
い
。
展
開

に
協
力
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。

　

と
き
が
わ
町
議
会
は
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

侵
攻
に
抗
議
の
意
を
表
明
す
る

た
め
、
議
員
発
議
に
よ
る
「
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
に
抗
議
し
、
世
界
の

恒
久
平
和
の
実
現
を
求
め
る
決

議
」
を
３
月
９
日
に
全
会
一
致

で
決
議
し
ま
し
た
。

 

決
議
全
文

　

令
和
４
年
２
月
24
日
、
ロ
シ

ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
大
規
模

な
軍
事
侵
攻
を
開
始
し
、
市
民

を
含
む
多
数
の
犠
牲
者
が
生
じ

て
い
る
。

　

こ
の
軍
事
侵
攻
は
、
国
連
憲

章
に
違
反
す
る
行
為
で
あ
り
、

国
際
社
会
の
秩
序
と
平
和
を
脅

か
す
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
事

態
で
あ
る
。

　

と
き
が
わ
町
議
会
は
、
ロ
シ

ア
の
武
力
に
よ
る
一
方
的
な
主

権
侵
害
行
為
に
抗
議
す
る
と
と

も
に
、
と
き
が
わ
町
平
和
都
市

宣
言
に
掲
げ
る
世
界
の
恒
久
平

和
の
実
現
を
強
く
願
う
。

　

令
和
４
年
３
月
９
日

�

と
き
が
わ
町
議
会

同
意
第
２
号

副
町
長
の
選
任

　

令
和
４
年
３
月
31
日
任
期
満

了
と
な
る
副
町
長
に
、
再
び
小

峯
光
好
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
す
る
。

同
意
第
３
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

令
和
４
年
３
月
24
日
任
期
満

了
と
な
る
教
育
委
員
会
委
員
に
、

再
び
大
島
紀
夫
氏
を
任
命
す
る

こ
と
に
同
意
す
る
。

選
挙
第
５
号

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
挙

　

指
名
推
薦
の
方
法
に
よ
り
、

次
の
４
名
を
当
選
人
と
し
た
。

　
　
　

根
岸　

稔　

 

氏

　
　
　

新
井　

博　

 

氏

　
　
　

大
野　

康
行 

氏

　
　
　

柴
﨑　

秀
雄 

氏

選
挙
第
６
号

選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員
の
選

挙
　

指
名
推
薦
の
方
法
に
よ
り
、

次
の
４
名
を
当
選
人
と
し
た
。

　
　
　

八
木
原
孝
造 

氏

　
　
　

関
根　

實　

 

氏

決
　
議

そ
の
他
の
議
案
等

議会を傍聴しませんか
３月定例会の傍聴人数

３月８日（火）７人　　３月１５日(火) ２人
３月９日(水)２人　　３月１７日(木)11 人
３月１１日(金) ３人　　３月１８日(金)11 人

次回の定例会は６月７日（火）に開会予定です。

問　

軽
減
世
帯
で
な
い
未
就
学

児
の
軽
減
は
半
分
の
１
万
６
千

円
だ
が
、
軽
減
世
帯
の
金
額
は
。

答　

７
割
軽
減
世
帯
で
は
９
千

６
百
円
の
半
分
で
４
千
８
百
円
。

問　

軽
減
措
置
に
よ
る
影
響
人

数
と
影
響
額
は
。

答　

令
和
３
年
10
月
末
時
点
で

考
え
る
と
37
人
、
25
世
帯
、
影

響
金
額
60
万
２
千
円
。

問　

負
担
割
合
は
国
が
２
分
の

１
、
県
が
４
分
の
１
、
町
が
４

分
の
１
と
あ
る
が
、
軽
減
し
た

影
響
額
の
負
担
割
合
な
の
か
。

答　

軽
減
さ
れ
た
影
響
額
の
負

担
割
合
で
あ
る
。

問　

小
学
校
の
子
供
た
ち
も
含

め
て
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
。

答　

国
の
基
準
に
基
づ
い
た
改

正
で
あ
り
、
町
独
自
の
考
え
は

今
は
な
い
。

議
案
第
６
号

浄
化
槽
設
置
管
理
事
業
条
例
の

一
部
改
正

　

町
設
置
型
浄
化
槽
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
事
業
と

し
て
国
の
公
共
浄
化
槽
等
整
備

推
進
事
業
実
施
要
綱
に
基
づ
い

て
実
施
し
て
い
る
が
、
本
要
綱

で
は
補
助
事
業
の
対
象
と
な
る

高
度
窒
素
処
理
能
力
を
有
す
る

高
度
処
理
型
浄
化
槽
と
し
て
町

浄
化
槽
設
置
管
理
事
業
条
例
の

浄
化
槽
の
定
義
に
表
記
さ
れ
た

全
窒
素
の
除
去
率
に
つ
い
て
特

に
定
め
が
な
い
た
め
、
こ
の
項

目
に
つ
い
て
削
除
す
る
も
の
。

ま
た
、
国
の
通
知
で
は
全
窒
素

濃
度
を
総
窒
素
濃
度
と
表
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
条
例
の

表
記
を
総
窒
素
濃
度
に
統
一
す

る
も
の
。

　
　
　

柿
沼　

好
雄 

氏

　
　
　

川
端　

純
夫 

氏

議
案
第
７
号

埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

の
規
約
変
更

　

組
合
を
組
織
す
る
団
体
「
埼

玉
県
都
市
競
艇
組
合
」
が
「
埼

玉
県
都
市
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
企
業

団
」
に
名
称
変
更
す
る
こ
と
に

伴
い
、
組
合
の
規
約
変
更
が
生

じ
、
町
議
会
の
議
決
が
必
要
と

な
っ
た
も
の
。

議
案
第
８
号

第
二
次
総
合
振
興
計
画
基
本
構

想
及
び
後
期
基
本
計
画

　

令
和
３
年
度
を
も
っ
て
第
二

次
総
合
振
興
計
画
の
前
期
基
本

計
画
期
間
（
５
年
）
が
満
了
す

る
こ
と
か
ら
、
基
本
構
想
の
一

部
を
見
直
し
、
併
せ
て
後
期
基

本
計
画
を
定
め
て
町
の
将
来
像

の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

の
大
き
な
方
向
性
を
示
す
た
め
、

策
定
す
る
。

問　

町
長
の
施
政
方
針
で
「
人

口
の
増
え
る
町
を
目
指
す
」
と

言
っ
て
い
る
が
ど
う
な
の
か
。

答　

今
い
る
町
民
の
方
に
残
っ

て
い
た
だ
け
る
様
な
工
夫
を
始

め
て
い
る
の
で
転
出
者
が
少
な

く
な
れ
ば
、
転
入
し
て
い
た
だ

い
た
方
の
分
が
人
口
増
に
つ
な

が
る
。

問　

現
在
毎
年
１
５
０
人
ず
つ

減
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
う
食

い
止
め
る
の
か
。
ま
た
、
人
口

の
増
え
る
町
と
は
、
何
を
想
定

し
て
い
る
の
か
。

答　

食
と
教
育
の
レ
ベ
ル
を
上

げ
て
人
口
増
加
を
目
指
す
。

問　

全
国
レ
ベ
ル
で
学
力
テ
ス

ト
等
の
得
点
が
高
く
な
れ
ば
評

価
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

学
力
は
当
然
重
要
だ
が
、

そ
れ
以
外
に
も
一
人
一
人
の
生

徒
が
輝
き
、
将
来
に
わ
た
っ
て

頑
張
っ
て
い
け
る
よ
う
な
教
育

を
目
指
し
た
い
。

問　

合
併
浄
化
槽
の
普
及
率
の

目
標
設
定
が
１
０
０
％
と
あ
る

が
無
理
な
の
で
は
な
い
か
。

答　

実
質
的
に
は
１
０
０
％
は

大
変
厳
し
い
数
字
だ
が
、
目
標

と
し
て
設
定
し
た
。

議
案
第
９
号

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ま
ゆ
り
）

の
管
理
運
営
に
お
け
る
指
定
管

理
者
に
、「
社
会
福
祉
法
人
と

き
が
わ
町
社
会
福
祉
協
議
会
」

を
指
定
す
る
。

議
案
第
10
号

町
道
都
７
２
２
号
線
道
路
改
良

工
事(

馬
場
・
関
堀
地
内)

請

負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結

　

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
に

お
い
て
可
決
さ
れ
た
契
約
締
結

で
、
現
在
、
国
の
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を
受
け
て
実
施

し
て
い
る
が
、
現
場
精
査
し
た

結
果
、
当
初
設
計
の
一
部
を
変

更
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

変
更
請
負
金
額

�

５
，０
９
６
万
円

今
回
変
更
に
よ
る
増
額

�

２
５
６
万
円

請
負
業
者�

㈱
コ
ミ
ヤ
建
材

問　

残
土
処
理
工
８
５
０
㎥
が

無
く
な
り
、
残
土
運
搬
８
５
０

㎥
、
残
土
敷
均
し
９
８
５
㎥
に

な
り
、
簡
易
土
止
板
26 

m
、
支

障
木
伐
採
２
０
０
㎥
に
な
っ
た

の
は
、
ど
う
し
て
な
の
か
。

答　

当
初
、
町
外
の
処
分
場
へ

搬
出
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

町
内
で
残
土
流
用
が
可
能
と
な

っ
た
た
め
、
残
土
処
理
工
が
無

く
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
残
土

運
搬
費
が
減
少
し
、
新
た
に
残

土
敷
均
し
、
支
障
木
伐
採
工
等

が
発
生
し
た
。
簡
易
土
止
板
工

は
現
場
内
の
地
形
変
化
に
対
応

し
増
と
な
っ
た
。
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